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オープンデータ クローズドデータ 

政府データ 
（ガバメントデータ） 

オープン・ 
ガバメントデータ 
活用 

民間データ 

オープンデータとは、自由に使えて再利用もでき、かつ誰でも再配
布できるようなデータのことである。従うべきはせいぜい「作者のク
レジットを残す」あるいは「同じ条件で配布する」程度である。  

http://opendefinition.org/  
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ビッグデータ 



０．私が体験した実例 
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ベルリン市誕生775周年（2012年） 

• テーマ 
– Traces of the Middle Ages （中世の痕跡） 

– City of Diversity （多様性の都市） 
• 775年前以来、各地から人々が集まってできた都市で

ある歴史をたどり、ベルリン市民のすべてが移民であ
ることを示している 

 

• イベント 
• 祝賀式典、中世の祭りの再現、花火、路上劇「中世の

ベルリン」、多くの記念展示、コンサート、ワークショッ
プ等を開催 
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775年にちなみ775分の1の地図を作成 

 by David Yates 
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出典：andBerlin http://andberlin.com/2012/09/23/ 
berlin-city-of-diversity-a-1775-scale-map-on-the-schlossplatz/ 出典：Hallo!ベルリン ～Berlin JP Tour スタッフのブログ

～ 



浦安ハーブプロジェクト 
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浦安市の高齢者は30年間で3.34倍に 
１都3県で最も急激に高齢者が増加 
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地域 
老年人口（人） 

老年人口の指数 
（2005年＝100） 

2005年 2025年 2035年 2005年 2025年 2035年 

浦安市 14,296 36,213 47,782 100.0  253.3  334.2  

印西市 7,689 18,907 19,648 100.0  245.9  255.6  

白井市 7,386 17,411 18,173 100.0  235.7  246.1  

八街市 11,495 23,632 25,412 100.0  205.6  221.1  

本埜村 1,375 2,387 3,014 100.0  173.6  219.2  

富里市 7,070 15,121 15,214 100.0  213.9  215.2  

市川市 66,940 118,344 136,781 100.0  176.8  204.3  

千葉市 153,059 273,482 302,882 100.0  178.7  197.9  

千葉県で高齢者増加率の高い市町村（上位） 出典：国立社会保障・人口問題研究所 

高齢者 
急増 

公的負担 
急増 

介護予防と 
街の介護力向

上 
が不可欠 

「街全体がデイ
ケア」プロジェク

ト 
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フラワー通り商店街周辺の「介護」 
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この地区で「要介護・要支援化」を抑え、介護給付費の増加を抑えよう 
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地域社会を 

 

可視化し、考え、行動する 
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情報社会学 電子行政 
オープンガバメント 

地域情報化 

ソーシャルメディア 社会イノベーション 

地域の資源を総動員して、 
地域で起こる課題を 
自分たちで解決していける社会 
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１．オープンデータ政策と 

その社会的背景 
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「鉄の三角形」から 

オープンな政策サイクルへ 

• 鉄の三角形 

– 中央省庁がアジェンダ設定・

利害調整で強い影響力 

– 業界と密接に連携し許認可・

行政指導で利害を調整 

– 与党が承認し国会審議へ 

– 開発主義期の産業政策では

効率的・効果的 

 

• 90年代以降の変化 

– 特定非営利活動促進法（98

年） 

– 情報公開法（99年） 

– 国家公務員倫理法（00年） 

– 連立政権（93年～）の常態化

による、与党間調整という新

たな政策過程 

– 内閣機能の強化 

– 情報化による国民の知識生

産や協力行動の活性化 
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参考：チャルマーズ・ジョンソン 
    『通産省と日本の奇跡 』（1982年） 
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地域の資源を総動員し、 

地域の課題を自ら解決していく社会へ 
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行政 行政 

企業 

社会 
組織 

企業 

社会 
組織 

行政 

「透明性・参加・協働」 米国 オバマ大統領 2009年 OpenGov覚書 

「プラットフォームとしての政府」 
「Do It Ourselves」 

米国 ティム・オライリー 2009年 

「大きな社会」  英国 キャメロン首相2009年 演説 

「新しい公共」  日本 鳩山由紀夫首相 2010年 施政方針演説 
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オープンガバメント論の形成 

• OECD（2001）”Citizens as Partners： Information, Consultation and 
Public Participation in Policy-making” 

 

• OECD（2005）”Modernizing Government” 
– 国民と政府がICTを通じ従来以上に接近する環境下でICT活用に新しい価値を見

出す 

– 国民からの信頼性向上、新しい民主主義の模索 

– 情報開示強化による一層の透明化、政策形成への一層の国民参加を期待、 

– 政府と国民の協働や国民の政府への接触の改善 
 

• OECD閣僚級会合 ソウル宣言（2008） 

– 文化遺産、科学データを含む公的セクターの情報やコンテンツを、よりいっそうデ
ジタル形式で入手しやすくする。 

 

• Noveck（2010） ”Wiki Government” 
– 「新たな技術を積極的に活用した協働の拡大が、よりよい意思決定と積極的な問

題解決をもたらし、さらには経済と社会の成長に拍車」 
15 20130702 



欧州におけるオープンデータ 
 “加盟国は、公的機関が保有する情報の再利用が可能な場合

には、商業・非商業の目的を問わずこれらの情報が再利用可
能であることを確保しなければならない” 

EU指令2003年/98/EC 
 

 “公共データの再利用を無料で簡単に行えるようにすることで、
政府の透明性を高め、公共サービスの質を上げることができる。
また公共データを開放することで、情報経済を発展させ、イノ
ベーションを促進し、成長と雇用をもたらすことができる” 

フランス政府、Council of Ministers on August 31, 2011 
 

 “欧州の政府機関は、まだ実現されていない経済的可能性の
金脈（公的機関により収集された大量のデータ）の上に座って
いるようなものだ。” 

欧州委員会プレスリリース、2011年12月12日 
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高木総一朗氏（NTTデータ）資料より 
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• 透明性 

Transparency 
• 積極的情報公開 
• データドリブン意

思決定 
• 意思決定・行政手

続・財政の透明化 

• 参加 

Participation 
• パブリックコメント、 
• クラウドソーシング 
• 民間による公共

データの活用促
進とイノベーション 

• 協働 

Collaboration 
• 組織・セクター間

の本格的な連携 
• 「プラットフォーム

としての政府」 
 17 

米国：オバマ大統領 
「Transparency and Open Government」 覚書 2009年1月 

「Open Government指令」 2009年12月 
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英国政府 

• 首相 透明性方針表明の書簡（2010年6月） 

– 25000ポンド以上の支出のオンライン公表 2010年11月 
• 国防経常経費、給与、個人情報は除外 

– 25000ポンド以上の国際開発支出のオンライン公表 2011年1月 

– 政府ICT契約のオンライン公表2010年7月 

– すべての契約のオンライン公表2011年1月 
 

• Data.gov.uk開設（2009年12月） 

– 2001年から政府機関が保有するデータの所在情報を広く公開 

– 政府機関のさまざまな情報をワンストップで提供 

– データの可視化や、データを利用した公共アプリケーション開発を促す 

– ティム・バーナーズ＝リー（ world wide web 開発者）がプロジェクト推進 

18 20130702 
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出典:http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/shoujo/it_yugo_forum_data_wg/pdf/003_06_00.pdf 
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公共データポータル例：Data.gov.uk 

20 20130702 



英国政府の公開データ 

ダウンロードされてい
るデータ 

21 

出典:Deloitte LLP and the Open Data 
Institute 20130702 



Open Government 

Pertnership 
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• 2010年9月～ 
• 汚職撲滅と行政透明化を目指して米

国・ブラジルが主導。 
• 約60カ国が参加（日本は不参加） 

OK Festival 

主催： Open Knowledge Foundation 

日時： 2012年9月17～22日（6日間） 

会場： ヘルシンキ アアルト大学 

参加者： 1,000名以上 

テーマ：  透明性、グリーン、経済、OSS等 



by Jun Seita 
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素晴らしい能力の増幅器たるネットが、 
サブカルチャー領域以外ではほとん
ど使われない、 
“上の人”が隠れて表に出てこない、 
という日本の現実に対して残念だとい
う思いはあります。 
 

「日本のWebは「残念」 
梅田望夫さんに聞く 」 
（ITmedia 2009年6月1日） 
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日本政府の取組み 

事業仕分け（行政刷新会議） 

• ネット中継×Twitter によ
る 「全公開」と「擬似参加」 

• 行政事業レビュー 
– 約5500事業の支出先等の情

報を統一形式にまとめた「行
政事業レビューシート」を公
開 

– ただし全てPDF形式 

経済産業省 データボックス 
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東日本大震災震災 

• 政府のデータ公開と国民による活用 

– 経済産業省・LASDECがPDFではなくHTMLや
CSVでの情報提供を要請 

– 政府や東京電力等のデータを活用した自発的
アプリ開発が国民の情報入手に貢献 

 

• 救援活動や復興に役立つアプリやサービスの
開発、イベント開催が活性化 
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２．「電子行政オープンデータ戦略」
と政府の取組み 
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日本の「IT革命」の到達点と課題  
• 「e-Japan戦略」から12年。情報通信基盤整備では世界最高水準に。 

• IT基盤を活用し、「国民主導でITの恩恵を最大限享受する社会」は未達 

27 

出典：平成23年情報通信白書 （総務省「ICT基盤に関する国際比較調査」（平成23年）） 
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オープンデータ評価指標 
Open Data Index by World Wide Web 財団 

28 
http://www.webfoundation.org/2012/09/introducing-the-open-data-index/ 

• Webの社会的影響やネット接続・インフラ整備状況等を評価

するWeb Indexから14指標を抽出し集計 

• アジア：シンガポール3位、韓国15位、中国18位、日本19位 
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オープンデータ評価指標 
Open Data Index by World Wide Web 財団 

1. ウェブに情報を公開している政府機関が、どの程度オープンライセンスを使用しているか 

2. 国際貿易に関する政府データが、Webにどの程度公開されているか 

3. 各部門の予算と実支出に関する詳細な政府データが、Webにどの程度公開されているか 

4. (病院、医者など)保険医療セクターの業績に関する政府データが、Webにどの程度公開されているか 

5. 教育の業績に関する政府データが、Webにどの程度公開されているか 

6. 交通機関の状況やスケジュールに関する政府データが、Webにどの程度公開されているか 

7. (年齢、収入、投票、移住など)統計に関する政府データが、Webにどの程度公開されているか 

8. 政府の地図データが、Webにどの程度公開されているか 

9. 納税申告書のデータとその提出方法に関する政府データがWebにどの程度公開されているか 

10. (地方の警察所、図書館など政府の各サービス提供者)の連絡先に関する政府データが、Webにどの程度

公開されているか 

11. 国内の犯罪に関する政府データが、Webにどの程度公開されているか 

12. Web上の政府データ(例えば上記のデータ)に対して、オープンでマシンリーダブルな形式(.csvや.xls、XLS、

RDFなど)で、どの程度容易にアクセスできるか 

13. 政府は特別にオープンデータイニシアティブを実施しているか 

14. 保険医療、教育、安全、予算などの分野において、政府データを活用したWebアプリケーションやサービス

がどの程度存在しているか 
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電子行政オープンデータ戦略 

• 目的 

1. （行政の）透明性・信頼性向上 

2. 国民参加・官民協働 

3. 経済活性化・行政効率化 
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• 基本原則 
• 政府自ら積極的にデータを公開 
• 機械判読可能な形式で公開 
• 営利目的・非営利目的を問わず活用を促進 
• 取り組み可能なデータから速やかに公開 

20130702 
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オープンデータ 

流通推進コンソーシアム 
Open Data METI 

統計API公開 
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『世界最先端ＩＴ国家創造』宣言（案） 

20130702 32 

Ⅰ．基本理念  

    ２．世界最高水準のＩＴ利活用社会の実現に向けて 
 

（略）世界最高水準のＩＴ利活用社会を実現するに際して、「ヒト」、「モノ」、「カネ」と並んで
「情報資源」は新たな経営資源となるものであり、「情報資源」の活用こそが経済成長をも
たらす鍵となり、課題解決にもつながる。ビッグデータやオープンデータに期待されるように、
分野・領域を超えた情報資源の収集・蓄積・融合・解析・活用により、新たな付加価値を創
造するとともに、変革のスピードを向上させ、産業構造・社会生活において新たなイノベー
ションを可能とする社会の構築につなげる必要がある。 
 

（略）本戦略では、今後、5 年程度の期間（2020 年まで）に、世界最高水準のＩＴ利活用社会
の実現とその成果の国際展開を目標として、技術革新が急速に進むデジタル技術と、グ
ローバルな情報社会の進展を踏まえ、データの活用には「見える化」が重要であるとの認識
の下、 
 

① ＩＴとデータの活用により、国民が日本経済の再生を実感できる、革新的な技術や複合
サービスの創造による新産業創出と全産業分野の成長への貢献 

② 国民が健康で安心して快適に生活できる、世界一安全で災害に強い社会への貢献、 

③ 公共サービスがワンストップで誰でもどこでもいつでも受けられるように、国民利用者の
視点に立った電子行政サービスの実現と行政改革への貢献、 
 

の3 項目を柱として、目指すべき社会・姿を明らかにし、その実現に必要な取り組みを策定
するものである。 



『世界最先端ＩＴ国家創造』宣言（案） 
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公共データについては、オープン化を原則とする発想の転換を行い、ビジネスや官民協働

のサービスでの利用がしやすいように、政府、独立行政法人、地方公共団体等が保有する

多様で膨大なデータを、機械判読に適したデータ形式で、営利目的も含め自由な編集・加

工等を認める利用ルールの下、インターネットを通じて公開する。 
 

（略）速やかに電子行政オープンデータ戦略に基づくロードマップを策定・公表するほか、

2013 年度から、公共データの自由な二次利用を認める利用ルールの見直しを行うとともに、

機械判読に適した国際標準データ形式での公開の拡大に取り組む。また（略）データカタロ

グサイトについて、2013 年度中に試行版を立ち上げ、広く国民の意見募集を行うとともに、

2014 年度から本格運用を実施する。併せて、データの組み合わせや横断的利用を容易と

する共通の語彙（ボキャブラリ）の基盤構築にも取り組む。（略） 2015 年度末には、他の先

進国と同水準の公開内容を実現する。 
 

（略）利用促進のために、コンテスト手法の活用等により利用ニーズの発掘・喚起、利活用

モデルの構築・展開やデータを活用する高度な人材育成にも積極的に取り組み、新ビジネ

ス・新サービスの創出を支援する。 
 

【ＫＰＩ】 

・各府省のオープンデータ達成状況 

・データカタログに掲載されるデータセットの数、アクセス数・ダウンロード数 

・オープンデータを活用して開発されたアプリケーションの数 



地方自治体の取組み 
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• 鯖江市（データシティ鯖江） 

– WEBアプリコンテスト 

– オープンガバメントサミットin鯖江 

• 横浜市 

– 横浜オープンデータソリューション発展
委員会 

• 千葉市、福岡市、奈良市、武雄市 

– ビッグデータ・オープンデータ活用推進
協議会 

• 会津若松市 

– 機械可読形式、クリエイティブ・コモン
ズ・ライセンスによる提供 

• 流山市 

– 流山市議会 

• 青森県 

– 観光データの公開 



福井県鯖江市 
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データシティ鯖江公開情報 
• 市内公園等のトイレ情報（XML） 
• 鯖江百景の位置情報等（XML） 
• 災害時の避難所の位置情報（XML） 
• 市内のＡＥＤ情報（ＸＭＬ） 
• 鯖江市の施設（ＸＭＬ） 
• 市内のwifiの設置場所（ＸＭＬ） 
• さばえ検定１００問（ＸＭＬ） 
• 人口、気温（ＸＭＬ） 
• さばかん（鯖江観光）情報（ＸＭＬ） 
• 公式ホームページのＲＳＳ 
• 鯖江市議会UST録画とトピック(XML) 

20130702 



ビッグデータ・オープンデータ 

活用推進協議会 
• 目的 

– ビッグデータ・オープンデータにつ
いて、多くの市民に役立つ情報の
共有化のための活用及び新産業
創出・経済活性化などに結びつく
ビジネスへの活用等の面から、具
体的な事業を展開すること。 

 

• 設置日 
– 平成25年4月1日 

 

• 構成団体 
– 武雄市、千葉市、奈良市、福岡市

（50音順） 

 

• 会長 
– 千葉市長 

• 具体的な事業案 

– ビッグデータ・オープンデータ活用
アイデアコンテスト 

– ビッグデータ・オープンデータ活用
に係る公開シンポジウム 

36 

http://www.city.chiba.jp/somu/joho/kaikaku/4city_meeting.html 

20130702 

http://www.city.chiba.jp/somu/joho/kaikaku/4city_meeting.html
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Berlin London Amsterdam 

Vienna Paris 
Washington D.C. 

(World Bank) 

Kathmandu 

Quezon 

International 
Open Data 
Day 2013 
• カナダの有志が提唱 
• 世界102都市が参加 
• 米 19都市 

• 含：White House, 
World Bank 

• 伊 13都市 
• 日、加、独 8都市 20130702 
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• 概要 

– 各地で市民が集まり、オープンデータを活用してアプリケーションを開発したり、データを発掘
して公開したり、データをわかりやすく可視化したり、分析してその結果を公表したりするイベ
ントを開催 

• 日本における意義 

– 地域におけるオープンデータ活用機運の醸成 

– 各地の開発者コミュニティ形成と地域に密着したニーズの発掘 

– サービス基盤整備の加速 

– 世界への情報発信 

Fukuoka 

８都市、約4００人が参加 

 

• 主催（国内取りまとめ・開催支援）： 

– Open Knowledge Foundation Japan 

• 後援： 

– 日本経済団体連合会 

– オープンデータ流通推進コンソーシアム 

– 独立行政法人情報処理推進機構 

• 協賛： 

– 株式会社国際社会経済研究所 

– 日本電気株式会社 

– 特定非営利活動法人ASP･SaaS・クラ
ウド コンソーシアム（ASPIC）  

– クラウド・ジャパン・イニシアティブ（CJI)  

– 株式会社IDCフロンティア 

• 協力： 

– Yahoo! Japan 20130702 
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青森 会津若松 
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東京 
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千葉 
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横浜 名古屋／東海 
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コンテスト
の開催 
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ポータルサイトの開設 
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３．具体的事例から考える 

44 20130702 

約４００事例を 

公開（OKFJ） 



税金はどこで誰にいくら使われたか？ 
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「The Climate Corporation」 （アメリカ） 
• 農家向け保険商品Total Weather Insurance 

– 農作物の収穫を妨げる原因となる悪天候に対して、年間
を通じた収入補償を提供する保険 

– 地域や作物ごとの収穫被害発生確率を独自に予測し農
家あるいは農場ごとに保険をカスタマイズして販売 

– トウモロコシ、大豆、ソルガム。種まき期の降水量、過剰
降雨、干ばつ、日中の熱による影響、夜間の熱による影
響、冷害や凍結などの危険要因が保険の対象 

– 作物、場所、土壌のタイプが異なる個々の生産者の収
穫量を左右する気象条件を動的に判定することが可能
になり、その生産者の農地を保障するのに最適な、年間
を通じた保険を自動的にカスタマイズ 

 

• データ 
– 国立気象サービスがリアルタイムに提供する地域ごとの

250万ヶ所から得る気象データ 

– 農務省が提供する過去60年の収穫量データ、 

– 1,500億ヶ所の土壌情報 
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2006年に元Googleの従業員に

よって設立された企業 

数学、統計、神経科学など

の博士号を取得したデータ

解析の専門家が10数名在

籍。データ解析業務に従

事 
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アグリノート（日本） 
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ワシントン州のメタドン薬害禍 
• 米シアトルタイムスのスクープ。 

– 2012年のピューリッツアー賞も受賞 

 

• 概要 

– ワシントン州が医療費を節減するため安価な一方で副作用の強い合成鎮痛
剤「メタドン」を多用 

– 貧困地域を中心に8年間で2000人以上が亡くなっていた事実を掘り起こし、
最終的には政治を動かした 

–  2010年末、医療関係者から「メタドンの副作用で死亡するケースが多い」と
のタレこみ(端緒・テーマ設定) 

– 公共機関が公開している複数のデータセットと文書の調査を開始(データ収
集・分析) 

– 調査結果を元に100人以上の関係者へインタビューを実施(裏取り) 

– 報道もデータサイエンティストとのチーム作業になってきている。 

– 調査結果を公開(発表) 
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米国MRIS: Metropolitan Regional Information Systems 

住む前に全てがわかる「不動産高度情報サービス」 

• ワシントン・ボルチモア広域都市圏をカバーする米国最大規模のMLS（不動産情
報サービス） 

• MRISには価格、写真、住宅ツアー、フロアプラン、地図のほか、公的機関から入
手したデータを選択・加工・編集し、利用者が理解しやすいような形式で提供 

• HomesDatabaseというWebサイトを通じ一般消費者向けにもデータをわかりやす
い形で提供 
– 毎月平均50万人が訪れ、2万人もの新たな見込み客が生まれている 
– 住宅、住人、経済、学校、環境、QOL、地図などの分野ごとに詳細な情報を知ることができる 

49 

環境に関しては、高度、年間降水量、年間降雪量、1月の平均
最低気温、7月の平均最高気温、年間の降雨日数、年間の晴
天日数、快適指数、大気の品質、流域の品質、一人当たりの医
師の数、医療経費指標、汚染場所からの影響指数、紫外線指
数などまで知ることができる 

学校に関しては、住所、電話番号、対象学年、生徒数、先生一
人当たりの生徒数、生徒一人当たりの支出額、各学年の生徒
数、習熟度テスト（DC-CAS）の国語・数学・科学のテスト結果ま
で知ることができる 
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米国MRIS: Metropolitan Regional Information Systems 

住む前に全てがわかる「不動産高度情報サービス」 

• 1993年創業。順調にカバー地域を拡大 

– 25の不動産協会（会員約5万社）と取引 
 

• 主要ツールやデータ、サービスをCore 

Productsとして不動産業者等に有償提供 

– 料金は新規加入の際に295ドル、四半期ご

とに165～258ドル 

– その他に有料のPremium Productsも提供 
 

• 活発な取引 

– 登録物件総数54,266件(住宅37,353件、土

地13,207件)(2012/11/15現在) 

– 1日当たり平均売買高9260万ドル(2011) 

– 年間売買件数10万4千件(2011) 

– 年間売買高338億ドル(2011) 
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MRISの主なデータ源 
出典:http://www.rdesk.com/communityinfo/NSR_Sources.htm 
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「地域の○○を探す」サービス 

スマホから薬局を探す 高齢者入居施設を探す 
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オープンデータ活用のカギは、「地域」「モバイル」「リアルタイム」？ 
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東京安全安心まっぷ 
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「メールけいしちょう」を元に不審者や犯罪発生、防犯情報などを地図上に表示（警視庁承諾済） 
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Muse 
• オランダOpen Culture Data 

Competitionで最優秀賞 
 

• 著名な芸術作品を切り貼りし
新しい作品を創り出すことが
できる 
– タブレットを使って、作品を選

び、好きな場所に配置し、組合
せ、個性的な芸術作品を創る 

 
• アムステルダム国立美術館が

保有するコンテンツを利用 
 

• 素材（パーツ）から、作品や作
者への関心が芽ばえることを
意図 
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出典:Muse App 

20130702 



「カーリル」（図書横断検索） 

55 

Takestock 
書店在庫検索に加え、カーリルAPIを利用し
図書館検索も実現 

カーリル 
複数の図書館の蔵書とAmazon等の書誌
データベースを同時に検索 
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CiNii（学術情報サービス） 

• データベースの統合検
索・閲覧 

– 大学図書館、学協会、
科学技術振興機構、国
立国会図書館が作成 

– 論文データ 
• 本文400万件 

• 書誌1500万件 

– 図書・雑誌データ 
• 書誌1100万件 

• 所蔵1億1000万件 

• 09年～ウェブAPIコンテスト 
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鎌倉ごみバスターズ（神奈川県鎌倉市） 

• 鎌倉市の「面白法人カヤック」に
よる、ごみ問題に取り組むための
コレクションゲームアプリ。 

 

• 鎌倉市では、近々ごみ処理場が
一基廃炉になるため市を挙げて
ごみ削減に取組んでおり、同市へ
のプレゼントとしてカヤックが作成 

 

• 分別やリサイクルといったごみを
減らすアクションを実行するとポイ
ントがたまり、たまったポイントに
応じてフィギュア風アイテム画像
を獲得できる。 

 

• 鎌倉市から提供された情報をもと
に「ごみ分別辞書」「ごみ出し忘れ
防止機能」も実装 
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自分で計算してみる日本の予算（株）シンクトナイト 

自分で計算してみる少子高齢化（株）シンクトナイト 
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伝わるインフォグラフィックス 
（経済産業省） 

家計調査の可視化（日経新聞） 



４．活用推進のための方策 
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利活用・普及に重要な要素 

 

 

 

ユーザーグ
ループ／ 

コミュニティ 
の形成 

創造性 
の発揮 

事業化 
支援 

中間支援 

認知向上 

インセンティブ 

提供 

リテラシー 
底上げ 

社会課題 
中心 

アプローチ 
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利活用・普及のための方法 

1. 開発イベント 

– アイディアソン、ハッカソン 

– データ発掘・登録 
• データキャンプ（デンマーク） 

 

2. コンテスト 

– 賞金授与、開発協力、買取り、
オーソライズ 
• Open Data Challenge（欧州・

OKF） 

• Apps4Finland（フィンランド） 

• Data Journalism Award（Global 
EditorsNetwork（GEN）） 

• 鯖江市 

• 経産省資源エネルギー庁節電
スマートフォンアプリ大賞 

3. 仲介者・中間支援者 

– 需要者のニーズを把握し情報
公開を政府機関に働きかける 
• Open Data User Group（英国） 

– ビジネスインキュベーション 
• Open Data Institute （英国） 

– ツール開発、交流 
• Open Knowledge Foundation 

– データの整形・加工ビジネス 

 

4. ポータルサイト 

– ワンストップ提供 

– 国だけではなく自治体も開設 
• 英国、米国、フランスなど 

• パリ市、ベルリン市など 
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利活用・普及のための方法 

5. コンソーシアム 

– 会員等にデータを提供 
• OD流通推進コンソーシアム 

• 社会基盤情報流通推進協議会 

 

6. API公開 
• 復旧・復興支援制度データベー

ス（復興庁等） 

 

7. ランク付け・進捗評価 
• Tim Berners-Lee” Linked Open 

Data 5 Star” 

• 米国連邦政府 
 

8. 技術者・行政マッチング 
• Code for America 
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オープンデータ活用 

アイディアソン／ハッカソン 

• 概要 

– 日時：2回に分けて開催 

• 6月9日アイディアソン 

• 6月30日－7月1日ハッカソン 

• 3週間でリサーチ等が進む 

– 会場：国際大学GLOCOM 

– 参加者：約30名 

 

• 成果 

– フューチャーセッションを実施 

• 最初に多様な参加者の対話、

関係構築に時間をかける 

– 7つのプロトタイプを制作 
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テーマ 

税金はどこへ行った（最優秀プロジェクト） 

復興メーター 

CKAN日本語化プロジェクト 

みどりマップ 

みんなの地図帳（子供につくれる社会科マップ） 

LocalWiki日本語化プロジェクト 

メンターバンク 

20130702 
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LODチャレンジ 
• 新たなデータづくり、データを

共有する仕掛けや、データの
活用アイデアなどを「作品」と
して募集 

• データセット部門、アイディア
部門、アプリ部門、ビジュアラ
イゼーション部門、 

写真：LODチャレンジウェブサイトより 
20130702 



おわりに 
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オープンな社会的データサイクル 

データ提供 

• 一元化・権利処理 

• 編集加工 

課題発見分析 

• 対話と協働 

• データジャーナリズム 

• リテラシー向上 

開発 

• アイディアソン 

• ハッカソン 

• 解決策・新価値創出 

事業化支援 

• 企業育成 

• 市民活動支援 

データ生成 

• 活用を前提とした
形式、内容の設計 

オープンな 
データサイクル 
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政府を主導するエンジニア 
• ブライアン・ベーレンドルフ（Apache Software Foundation創設者） 

– 全米医療情報ネットワーク（NHIN ：Nationwide Health Information Network）
by健康福祉省・医療IT 全米調整官室 

– 病院・医師、薬局、患者、保険会社、政府（国、地方）、その他医療関係者間
で患者情報をインターネットを通じて共有。医療ネットワークのネットワーク 

– CONNECT：NHIN のインターフェース／ソフトウェア（オープンソース） 
 

• ティム・バーナーズ＝リー（world wide web 発明） 
– 英国オープンデータポータルdata.gov.ukリーダー 

– “Raw data Now!” (TED) 
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